
※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

科目名 総合実習２ 年度 2025

General Practice 2 学期 後期

単位数 4 種別※ 実習

英語科目名

学科・学年
デザイン科

イラストレーション専攻 １年次 必／選 必 時間数 120

担当教員 しんぼけいこ、遠藤利菜 教員の実務経験 有 実務経験の職種 イラストレーター

【科目の目的】

・イラストレーションの基礎的なスキルを身につける
・実践的な課題制作を通して視覚伝達デザイン／イラストレーションの表現特性を理解する
・自分の作品を言語化し人に説明することができる

【科目の概要】

提出期日を考えて締め
切りに合わせて課題提
出ができない時がある

提出期日を考えて締
め切りに合わせて課
題提出ができない

到達目標
E

自分の作品を言語化
して説明することが
できない

【教科書】

自分の作品を言語化し
て説明することができ
ない時がある

イラストレーショのの課題制作を通して、表現特性について学ぶ

【到達目標】

A．技術力/課題内容と表現特性に合わせた制作技術を理解し、実践できるようになる

B．思考・発想力/課題条件に合わせた論理的思考に沿った、効果的な表現ができるようになる

C．企画力/複数のアイデアをもとに、リサーチやデザイン内容の検証ができるようになる

レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

D．遂行力/制作時間と提出期日を考えてスケジュール管理と課題提出ができるようになる

E.  社会性/主体的に授業参加をして、自分の作品を言語化し人に説明するコミュニケーション力を身につける

【授業の注意点】

クラス＝デザイン制作室という認識をもってより良いデザイン制作に必要な学生間・教員と学生のコミュニケーションと制作プ
ロセスを重視する。授業に出席するだけでなく、制作にあたっては各自で授業の事前準備と事後のフォローを前提とした受講マ
ナーで授業に参加することを求める（詳しくは、最初の授業で説明）。授業時数の４分の３以上出席しない者は課題提出とプレ
ゼンテーションの実施ならびに評価を受けることができない。

評価基準＝ルーブリック

よい

到達目標
A

表現特性に合わせた技
術を理解し、十分に活
用して丁寧に制作して
いる

表現特性に合わせた技
術を理解し、丁寧に制
作している

課題ごとに資料を用意する

【参考資料】

【成績の評価方法・評価基準】

課題80%　提出された課題を総合的に評価する
平常点20%　授業態度によって評価する

ふつう あと少し

表現特性に合わせた技
術を理解し、制作して
いる

表現特性に合わせた技
術を理解しているが、
形として不十分

表現特性に合わせた
技術ついての理解が
不足している

課題条件に合わせた思
考と表現ができる

課題条件に合わせた思
考はしているが表現が
不十分

課題条件の理解が不
足し、思考と表現が
不十分

ルーブリック
評価

レベル５

要努力

到達目標
B

到達目標
C

多くのアイデアをもと
に、リサーチやデザイ
ン内容の検証ができる

アイデアをもとに、リ
サーチやデザイン内容
の検証ができる

アイデアをもとに、デ
ザイン内容の検証がで
きる

アイデアをもとに制作
はできるが、デザイン
内容の検証が不十分

アイデア、デザイン
内容の検証が共に不
十分

優れている

課題条件に合わせ、論
理的思考に沿った効果
的な表現ができる

課題条件に合わせ、論
理的思考に沿った表現
ができる

主体的に授業参加し、
自分の作品を言語化し
て丁寧に説明できる

休まず授業参加し、自
分の作品を言語化して
説明することができる

自分の作品を言語化し
て説明することができ
る

到達目標
D

制作時間を考えて内容
を工夫し、スケジュー
ル管理と課題提出がで
きる

制作時間と提出期日を
考えてスケジュール管
理と課題提出ができる

提出期日を考えて締め
切りに合わせて課題提
出ができる
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自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

色彩計画のもと、着彩を丁寧にする着彩2

アイデアをラフスケッチとしてまとめることができるアイデアスケッチ1

色彩計画のもと、着彩を丁寧にする着彩2

アイデアをラフスケッチとしてまとめることができるアイデアスケッチ1

色彩計画のもと、着彩を丁寧にする着彩2

アイデアをラフスケッチとしてまとめることができるアイデアスケッチ1

提出することができる提出2

提出することができる提出

2

2

特徴をとらえ、鉛筆の濃淡で表現できる

2

提出することができる

提出することができる

提出することができる

1
鉛筆デッサン
（１）

断面の見えた野菜／果物
を描くことで、特殊な状
況にあるモチーフの特徴
を正確に写し取る

特徴をとらえ、鉛筆の濃淡で表現できる
鉛筆デッサン
（２）

塗れている野菜／食べ物
を描くことで、特殊な状
況にあるモチーフの特徴
を正確に写し取る

デッサン

特徴をとらえ、鉛筆の濃淡で表現できる

提出2

2 提出

2

デッサン

科目名 総合実習２ 年度 2025

General Practice 2 学期 後期英語表記

授業テーマ 各授業の目的 到達目標＝修得するスキル授業内容

3
鉛筆デッサン
（３）

焼いてある食べ物を描く
ことで、特殊な状況にあ
るモチーフの特徴を正確
に写し取る

4
鉛筆デッサン
（４）

挟んである食べ物を描く
ことで、特殊な状況にあ
るモチーフの特徴を正確
に写し取る

2

特徴をとらえ、鉛筆の濃淡で表現できる

提出することができる提出2

提出2

デッサン

デッサン

特徴をとらえ、鉛筆の濃淡で表現できる

25
鉛筆デッサン
（５）

植物を添えた食べ物を描
くことで、特殊な状況に
あるモチーフの特徴を正
確に写し取る

6
鉛筆デッサン
（６）

水に浮かんだ野菜／果物
を描くことで、特殊な状
況にあるモチーフの特徴
を正確に写し取る

デッサン 特徴をとらえ、鉛筆の濃淡で表現できる

2

2

デッサン

2

水彩色鉛筆を使い、丁寧に着彩することができる

自分の作品について説明できる

完成し、提出することができる

7

完成し、提出することができる

2

アイデアラフから下絵をおこす

8
テーマイラスト
（２）

美しい仕上がりの為
に、丁寧に下絵を描く

下絵 アイデアラフから下絵をおこす

2

着彩 水彩色鉛筆を使い、丁寧に着彩することができる

2

テーマイラスト
（１）

美味しそうにみえるよ
うな構成を検討し、ア
イデアラフスケッチを
描く

2

プレゼンテーション

13
テーマイラスト
（１）

美味しそうにみえるよ
うな構成を検討し、ア
イデアラフスケッチを
描く

提出

着彩

2

2

提出 完成し、提出することができる

評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他

15
テーマイラスト
（３）

丁寧に着彩し、イラス
トを仕上げる

2自分の作品について説明できる

着彩

プレゼンテーション

水彩色鉛筆を使い、丁寧に着彩することができる

14
テーマイラスト
（２）

美しい仕上がりの為
に、丁寧に下絵を描く

アイデアラフから下絵をおこす

2

下絵

自分の作品について説明できる

テーマイラスト
（２）

美しい仕上がりの為
に、丁寧に下絵を描く

9
テーマイラスト
（３）

丁寧に着彩し、イラス
トを仕上げる

10
テーマイラスト
（１）

美味しそうにみえるよ
うな構成を検討し、ア
イデアラフスケッチを
描く

11

プレゼンテーション

提出

下絵

12
テーマイラスト
（３）

丁寧に着彩し、イラス
トを仕上げる
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